
THE FOOD AND INGREDIENT  
INDUSTRY IN IOWA IS THRIVING

	· アイオワ州は、トウモロコシ、豚肉、卵、赤身肉の
生産量で全米第1位、大豆生産量で第2位です。（
米国農務省、2024年）

	· アイオワ州には、食品製造・加工業者上位100社
のうち30社が拠点を置いています。（フード・プロ
セッシング誌、2024年） 

	· アイオワ州には世界最大のシリアル工場（クエー
カー・オーツ）、世界最大のカラメル色素工場（セ
スネス）、北米最大のスパイス工場（トーンズ）が
立地しています。

	· アイオワ州の製造業GDPの24％は、食品加工産
業が占めています。（経済分析局、2023年）

	· アイオワ州の638社の食品加工業者は、年間510
億ドル以上の食品を生産しています。（労働統計
局、2024年 & 米国国勢調査局、2022年）

	· アイオワ州単独で、米国内食糧供給量の8%を生
産しています。（米国農務省、2024年）

	· アイオワ州の農家は、米国内豚肉の27.0%を生産
しています。（米国農務省、2024年）

WORLD FOOD PRIZE

アイオワ州は、世界の食糧の質、量、供給を改善する
ことで人類の発展に貢献した人々の功績を称える、最
も権威ある国際賞である世界食糧賞の授賞式開催
地です。世界食糧賞は、1970年にノーベル平和賞を
受賞したノーマン・E・ボーローグ博士によって考案さ
れました。世界食糧賞の受賞者は、世界中から選ばれ
ています。

FOOD AND INGREDIENTS

Source: USDA, 2024
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立地に関するご相談は、アイオワ州経済開発局（IEDA）までお問い合わせください。
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WORLD FOOD SECURITY—GLOBAL  
RESEARCH AND COLLABORATION 
BASED IN IOWA

世界的な食糧安全保障の問題に対する答えを見つ
けるため、一流の食糧・種子研究者が総力を挙げて
協力しています。数十年前、アイオワ州出身で「緑の革
命」の父であるノーマン・ボーローグ博士は、食糧が最
も不足している地域に住む何百万人もの飢えた人々
に食糧を供給する高収量小麦を開発しました。G7 お
よび G20 サミットでの世界的な議論の中で浮上して
いる食糧安全保障は、今やさらに重要性を増していま
す。アイオワ州は、食料安全保障に取り組む研究の中
心地となっています。アイオワ州立大学やノーザン・ア
イオワ大学における顕著な研究成果、コルテバ・アグ
リサイエンス、バイエル・クロップサイエンス など種子
生産分野の世界的企業が州内で行う研究開発拠点、
州内に多数立地する米国農務省の研究施設、そして
食料安全保障分野で世界的な役割を果たす「世界食
糧賞」によるリーダーシップなどを通じて、その地位を
確立しています。 

ALREADY AT WORK IN IOWA

CENTRAL GEOGRAPHIC LOCATION

IOWA’S BUSINESS CLIMATE

	· アイオワ州は就業機会において全米第2位の州
です。（U.S. News and World Report、2025年）

	· アイオワ州は労働権法適用州です。
	· アイオワ州は製造品および付加価値品で253億

ドル相当を輸出しています。（WISERTrade、2024
年）

	· アイオワ州の法人所得税率は段階的に引き下げ
られ、5.5％という国内で最も競争力のある税率
の一つとなる見込みです。

CONTACT US

アイオワ州のビジネス環境、支援プログラム、開発ニ
ュース、利用可能な建物や用地など、最新情報につ
いては opportunities@iowaeda.com までお問い合わ
せいただくか、iowaeda.com をご覧ください。すべて
のサービスは無料で、お問い合わせはすべて機密保
持のもと対応いたします。


